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町
職
員
の
給
与
の
基
本
的
な
こ
と
は
、
地
方
自
治
法
や
地
方
公
務
員
法

で
定
め
ら
れ
、
金
額
や
支
給
方
法
は
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
給
与
・
定
員
管
理
の
適
正
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１　人件費の状況（令和２年度普通会計決算）
町
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
の
状
況
を
公
表

総括

職員数
給与費 1人当たりの

給与費
/給料 職員手当 期末・勤勉

手当
計

171 人 572,979千円 76,408千円 226,680千円 876,067千円 5,123 千円

２　職員給与費の状況（令和２年度普通会計決算）

※上記の数値は総務省の地方財政状況調査と同一基準に基づく数値です。
※人件費には、特別職および会計年度任用職員に支給される給料、報酬などを含みます。

※職員手当には退職手当は含みません。

１　職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　（令和３年４月１日現在）

（１）一般行政職 （２）技能労務職

平均年齢 平均
給料月額

平均
給与月額

41.3 歳 300,600 円 352,172 円

平均年齢 平均
給料月額

平均
給与月額

58.3 歳 273,200 円 285,750 円
※平均給与月額とは、給料に職員手当（期末・勤勉手当・退職手当を除く）を加えた平均月額です。

２　職員の初任給の状況（令和３年４月１日現在）

区分
砥部町 国

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 183,111 円 194,869 円 182,200 円 193,900 円
高校卒 151,353 円 159,694 円 150,600 円 158,900 円

３　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和３年４月１日現在）
区分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年 経験年数 25年

一般行政職
大学卒 261,500 円 290,200 円 333,700 円 377,300 円
高校卒 225,900 円 ― 290,100 円 371,500 円

技能労務職 高校卒 ― ― ― 273,200 円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいい、前歴のある場合は、
採用後の年数にその前歴を換算した年数を加算した年数をいいます。

住民基本
台帳人口
（R3.3.31）

歳出額 実質収支 人件費 人件
費率
/

（参考）
令和元年度の
人件費率

20,613人 10,864,531千円 1,075,702千円 1,844,949千円 17.0％ 16.0％

職員の平均給与月額、初任給などの状況
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問総務課人事係☎（９６２）６１１０

１　期末手当・勤勉手当
　　（令和２年度支給割合）

区分 期末手当 勤勉手当
  6 月期 1.30 月分 0.95 月分
12 月期 1.25 月分 0.95 月分
計 2.55 月分 1.90 月分

その他の
加算措置

職務上の段階、職務の級などに
よる加算　有

２　退職手当（令和３年３月 31 日現在）
砥部町

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 19.6695 月分 24.586875 月分

勤続 25年 28.0395 月分 33.270750 月分

勤続 35年 39.7575 月分 47.709000 月分

最高限度 47.7090 月分 47.709000 月分

一人当たり
平均支給額 12,224 千円 20,538 千円

※退職手当の 1 人当たりの平均支給額は、前年度に退職
した全職種に係る職員に支給された平均額です。

年度 支給実績 職員 1人当たり
平均支給年額

令和元 26,065 千円 192千円
令和２ 26,197 千円 187千円

３　時間外勤務手当

４　その他の手当（令和３年４月１日現在）
手当名 内容 金額

扶養
手当

配偶者 6,500 円
子 10,000円
父母等 6,500 円
満 16歳から満 22歳の
子の加算額 5,000 円

住居
手当

借家等（家賃の額が
12,000円を超えるとき）

支給限度額
27,000円

通勤
手当

交通機関利用者
（運賃相当額）

支給限度額
55,000円

乗用車等利用者
（通勤距離に応じた額）

2,000 円～
31,600 円

区分 給料月額等

給料
町　長 784,000 円
副町長 632,000 円
教育長 570,000 円

報酬
議　長 319,000 円
副議長 260,000 円
議　員 239,000 円

期末
手当

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

（令和２年度支給割合）
６月期　1.70 月分

12月期　1.65月分
計　3.35 月分
加算率 15％

１　定員適正化目標
始期 終期

令和２年 4月 1日 令和７年 4月 1日

２　令和７年４月１日における
　　定員の数値目標
　　　職員を 199人（± 0.0％）とする。

３　定員適正化計画の年次別
　　進ちょく状況（実績）

年度
職員数

計画 実績
２（計画年） 197人 197人
３（１年目） 198人 198人
４（２年目） 199人 ―
５（３年目） 199人 ―
６（４年目） 199人 ―
７（５年目） 199人 ―

※職員数は特別職（町長、副町長、教育長）を含みません。

※支給割合は国と同じです。

※令和３年４月１日現在

職員手当の状況特別職の報酬などの状況

定員適正化計画の数値目標
と進ちょく状況
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あそびべ、とべ。ニュース

100 歳のお祝い　橋本美代子さん（玉谷）
　100 歳を迎えられた橋本さん（写真）に、
町から祝い状と記念品を贈りました。
　橋本さんの長寿の秘訣は、いつも笑顔で、
何でも好き嫌いなく食べることと、歌を歌っ
たり体操したりすることだそうです。

砥部町功労賞　大西榮一さん（上原町）
　町の高齢者福祉の向上に多大
な貢献をされた大西さん（写真）
に、功労賞を贈りました。
　大西さんは、1999 年の町シ
ルバー人材センターの設立に携
わり、1999 年４月から４年間
は同センターの事務局次長とし
て、2003 年５月から 18 年間

は理事長として、高齢者の就労
支援と町シルバー人材センター
の発展と健全運営に尽力されま
した。

きらきら食堂 in ハートピアみなみ
　社会福祉法人南風会が、夏休
み中の子育て家庭への支援事業
として、学習支援と食事提供を
新しくなったハートピアみなみ
で行いました。
　勉強を頑張った後は、地域の
企業から寄付いただいた食材で
事業所利用者が作ったカレーを
みんなでおいしく食べました。

　４日間で小学生 43 人、未就
学児 18 人、合計 61 人の参加
がありました。次回は冬休みに
開催する予定です。

軟式野球大会
　１部９チーム、２部７チームの全 16チーム
が参加し、町内軟式野球大会が開催されまし
た。

順位 １ 部 ２ 部
１位 北川毛（写真） 高尾田Ａ
２位 千里・久保田 千足

日程　７月 27日　場所　小規模多機能型居宅介護事業所やまの里たまたに　問介護福祉課☎（962）7255

日程　８月４日～７日
場所　ハートピアみなみ

日程　７月 25日　場所　陶街道ゆとり公園ほか町内各グラウンド　問社会教育課☎（962）5952

日程　８月 19日
場所　町役場
問介護福祉課☎（962）7255
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高
齢
者
や
慢
性
疾
患
患
者
へ
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。
流
行
す
る
前
に
予
防
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
予
防
接
種
を
受
け
る
予
定
が
あ

る
人
は
、
接
種
間
隔
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

対
象　
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人

②
60
～
64
歳
の
人
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
低
下
の
重
度
障
が
い
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）
を
有
す
る
人

接
種
期
間　
10
月
15
日
金
～
12
月
31
日
金

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
補
助

自
己
負
担
額　
千
円
（
接
種
期
間
中
に

１
回
の
み
）

※
生
活
保
護
、
中
国
残
留
邦
人
な
ど
支

援
給
付
受
給
中
の
人
は
、
受
給
証
明
書

を
提
出
す
れ
ば
無
料
で
す
。

接
種
方
法

○
事
前
に
県
内
の
予
防
接
種
実
施
医
療

機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保

険
証
な
ど
）
を
予
約
し
た
医
療
機
関
に

提
示
し
、
予
防
接
種
券
を
受
け
取
り
、

必
要
事
項
を
書
い
た
後
に
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
９
６
２
）６
８
８
８

　
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
リ
ス
ク
が
低
減
し
ま
す
。
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運
動
の
一
種
で

す
。
人
間
の
基
本
動
作
で
あ
る
“
歩

く
”
こ
と
を
習
慣
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
加
齢
に
よ
る
機
能
低
下
→
体
力
低

下
→
動
作
の
緩
慢
→
転
倒
や
骨
折
→
寝

た
き
り
と
い
う
悪
循
環
の
予
防
に
な
り

ま
す
。
健
康
寿
命
を
長
く
す
る
た
め
に

普
段
の
生
活
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
取
り

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
歩
く
姿
勢

歩
い
て
み
よ
う
！
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

～
体
を
動
か
そ
う
②
～

②
運
動
量

　
今
ま
で
運
動
習
慣
が
な
か
っ
た
人
が

急
に
運
動
量
を
増
や
す
と
ケ
ガ
の
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
１
日
15

分
、
朝
夕
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
時
代
の
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
ポ
イ
ン
ト

　
安
全
な
環
境
を
確
保
し
て
適
度
に
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
よ
う
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

○
１
人
ま
た
は
少
人
数
で
実
施

○
す
い
た
時
間
・
場
所
を
選
ぶ

○
他
の
人
と
の
距
離
を
確
保

○
す
れ
違
う
時
は
距
離
を
と
る

筋
ト
レ
・
ヨ
ガ

○
自
宅
で
動
画
を
活
用

○
こ
ま
め
に
換
気

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
９
６
２
）６
８
８
８

▶

ス
ポ
ー
ツ
庁
「
安
全
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
ポ
イ
ン
ト
は
？
」
を
確
認

　
地
震
や
武
力
行
使
な
ど
の
発
生
時
に

備
え
、
情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
は
、
緊
急
情
報
を
国
か
ら
人

工
衛
星
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝
え
る
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
用
い
た
訓
練
で
す
。

　
訓
練
当
日
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送

が
流
れ
ま
す
が
、
実
際
の
災
害
と
間
違

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
６
日
水
11
時
ご
ろ

伝
達
手
段　
防
災
行
政
無
線

放
送
内
容

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
砥
部
町
役
場
で

す
。」

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

問
総
務
課
危
機
管
理
室
☎（
９
６
２
）
６
１
１
０

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
実
施

目線は真っすぐ前に
呼吸は無理せず、
自分のリズムで

ひじはやや曲げて
腕をおおきく振る

膝を伸ばしてかかと
から着地

指先が余裕を持って
動かせ、かかとが
しっかりした靴で

お
知
ら
せ
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令
和
２
年
度　
町
の
財
政
健
全
化
指
標

※標準財政規模とは、標準税収入額と普通交付税交付額および臨時
財政対策債発行可能額の合計をいい、地方公共団体の標準的な状態
で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。
※比率の「―」は、該当がないことを表します。

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
自
治
体
の
財

政
状
況
の
統
一
的
な
指
標
で
あ
る
健
全

化
判
断
比
率
と
、
公
営
企
業
の
経
営
の

健
全
化
を
判
断
す
る
資
金
不
足
比
率
を

公
表
し
ま
す
。

指
標
の
対
象　
町
の
す
べ
て
の
会
計
、

町
が
関
係
す
る
一
部
事
務
組
合
・
広
域

連
合
や
地
方
公
社
・
第
三
セ
ク
タ
ー

国
の
定
め
る
基
準
を
超
え
る
と

　
健
全
化
判
断
比
率
が
国
の
定
め
る
健

全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
は
「
財
政
健

全
化
計
画
」
や
「
財
政
再
生
計
画
」
を
、

資
金
不
足
比
率
が
国
の
定
め
る
経
営
健

全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
は
「
経
営
健

全
化
計
画
」
を
定
め
健
全
化
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
算
定
し
た
比
率
が
低
い
ほ
ど
自
治
体

の
財
政
状
況
は
健
全
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

問
総
務
課
財
政
係
☎
（
９
６
２
）
６
１
１
０

公営企業会計 町の
比率

国が定める経
営健全化基準 備考

公共下水道事業会計 ー

20％

３億 1,118 万
６千円の剰余金

農業集落排水特別会計 ー ６万８千円の
剰余金

水道事業会計 ー ３億4,396 万
８千円の剰余金

※比率の「―」は、該当がないことを表します。

資金不足比率（資金不足額が事業規模に占める割合）

項目 説明 町の
比率

国が定める健全化基準 備考早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字
比率

一般会計等（普通会計）
の実質赤字が標準財政
規模に占める割合

ー 14.71％ 20％ 10億 7,570万
２千円の黒字

連結実質
赤字比率

全会計の実質赤字が標準
財政規模に占める割合 ー 19.71％ 30％ 21億 3,216万

４千円の黒字

実質公債
費比率

一般会計等の負担する
公債費が標準財政規模に
占める割合

2.0％ 25％ 35％ 前年度 2.0％
（増減なし）

将来負担
比率

一般会計等の将来負担
すべき債務が標準財政
規模に占める割合

48.6％ 350％
前年度44.4％

（4.2 ポイント
増）

健全化判断比率

年
金
情
報
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
）

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基

準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象

○
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、

次
の
①
か
ら
③
す
べ
て
を
満
た
す
場
合

　
①
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
②
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

　
　
課
税
で
あ
る
こ
と
。

　
③
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の

　
　
所
得
額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

　
　
で
あ
る
こ
と
。

○
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
で
、
前
年
の
所
得
額

が
約
４
７
２
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

請
求
手
続
き

○
新
た
に
支
給
対
象
に
な
り
う
る
人
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
支
給
手
続
き

書
類
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
同
封
の
は

が
き
（
請
求
書
）
に
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人
は
、
年

金
請
求
の
手
続
き
と
併
せ
て
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

○
支
給
要
件
を
満
た
す
場
合
、
２
年
目
以

降
の
手
続
き
は
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係

☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

　
町
で
は
、
旧
砥
部
町
と
旧
広
田
村
が

合
併
し
て
か
ら
初
め
て
の
町
誌
の
編
さ

ん
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
町
誌
の
編
さ
ん
や
歴
史
・
文
化
の
継

承
に
役
立
て
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
お
手

元
に
あ
る
過
去
の
資
料
の
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

情
報
提
供
い
た
だ
き
た
い
資
料

過
去
の
写
真
（
町
並
み
、
窯
元
の
風
景
、

商
店
街
、
お
祭
り
や
芸
能
、
宅
地
開
発

前
の
風
景
、
農
林
業
や
災
害
に
関
す
る

も
の
、
自
然
な
ど
）、
古
文
書
な
ど
の
歴

史
資
料

※
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
こ
ち
ら
か
ら

出
向
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

砥
部
町
に
関
す
る
過
去
の
資
料
の
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
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行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
を

中
立
な
立
場
か
ら
解
決
に
当
た
る
の
が

行
政
相
談
委
員
で
す
。

　
町
で
は
、
毎
月
無
料
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
相
談
の
日
時
、
場
所
は
広

報
と
べ
「
情
報
あ
れ
こ
れ
」
コ
ー
ナ
ー

の
「
各
種
相
談
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
総
務
課
総
務
管
理
係
☎
（
９
６
２
）
６
１
１
０

10
月
18
日
～
24
日
は

「
行
政
相
談
週
間
」

砥
部
歴
史
講
座

　
平
日
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

手
続
き
な
ど
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
受
付
時
間
の
延
長
と
休
日
受
付
を

行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
７
日
日
９
時
～
13
時

　
　
　
11
月
18
日
木
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
戸
籍
税
務
課

取
扱
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
、
交
付
・
更
新
申
請

○
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど
の
証
明

書
の
発
行

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

○
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

○
通
知
カ
ー
ド

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
交
付
申
請
の
場
合
は
、
必
要
な
も
の

が
申
請
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係
☎
（
９
６
２
）
２
０
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
時
間
延
長
と
休
日
窓
口
を
開
設

　
終
活
サ
ポ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１

級
認
定
者
の
資
格
を
持
つ
講
師
が
、
終

活
に
関
し
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

日
時　
10
月
19
日
火
14
時
～
15
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
３
階
会
議
室
３

講
師　
一
般
社
団
法
人
終
活
サ
ポ
ー
ト

協
会　
潮
見
真
美
氏
・
竹
中
誠
実
氏

対
象　
町
内
在
住
で
終
活
に
関
心
の
あ

る
人

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

終
活
研
修
会
「
知
ら
な
い
と
損
す
る
終
活
」

申
込
方
法　
電
話
か
直
接
で
介
護
福
祉

課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
10
月
15
日
金

問
介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

☎
（
９
６
２
）
６
１
１
８

第１回 第２回 第３回

日程 10 月 23日土 11月 6日土 12月 11日土

講師 谷若倫郎氏 十亀幸雄氏 矢野徹志氏

内容
考古資料
からみた
原始の砥部

歴史探訪
麻生の
水争い

アートの里
の原風景
ー陶街道
水車物語り

申込
期限 10月21日木 11月 4日木 12月 9日木

時
間　
10
時
～
12
時

場
所　
中
央
公
民
館
４
階
講
座
室

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
電

話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
社
会
教
育
課

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

☎（
９
６
２
）
５
９
５
２

　
（
９
６
２
）
７
５
１
１

　

096bunkasports@
tow

n.tobe.
ehim

e.jp

FAX

日程・講師・内容・申込期限

対
象　
生
後
６
カ
月
以
上
の
メ
ス
の
野
良
猫

実
施
頭
数　
県
下
で
約
１
５
０
匹

申
込
期
間　
10
月
１
日
金
～
29
日
金

手
術
実
施
期
間　
11
月
中
旬
～

申
込
方
法　
申
込
書
を
生
活
環
境
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
生

活
環
境
課
と
県
獣

医
師
会
で
交
付

問
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
☎
（
９
６
２
）
７
４
４
６

県
獣
医
師
会
☎（
９
４
８
）５
３
６
７（
支
援
内
容
）

地
域
猫
活
動
に
よ
る

避
妊
手
術
を
無
料
支
援

▲
県獣医師会

HP

募
集
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、延
期
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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①
独
身
の
子
を
持
つ
親

向
け
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー

　
独
身
者
の
結
婚
を
応
援
す
る
無
料
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
後
は
個
別
相
談
会
も
実

施
し
ま
す
。

日
時　
11
月
６
日
土
13
時
30
分
～
15
時

（
個
別
相
談
会
は
15
時
～
16
時
30
分
）

場
所　
松
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
コ
ム
ズ
）

※
会
場
と
講
師
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ

ま
す
。

講
師　
天
野
馨
南
子
氏
（
㈱
ニ
ッ
セ
イ

基
礎
研
究
所
生
活
研
究
部
人
口
動
態
シ

ニ
ア
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
）

対
象　
独
身
の
子
ど
も
が
い
る
親
や
独

身
者
を
応
援
し
た
い
人

定
員　
中
予
地
区
30
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン

50
人

申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

は
が
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
え
ひ
め

結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　
10
月
20
日
水

▲
Web申込は

こちら

▲
詳しくは
HPを確認

団
地
名　
川
下
第
２
団
地

募
集
戸
数　
１
戸
（
２
階
）

場
所　
川
登
18
番
地
１

構
造　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

（
平
成
11
年
度
建
築
）

間
取
り　
３
D
K
（
和
室
６
畳
・
洋
室

６
畳
・
洋
室
８
畳
・
D
K
）
79
・
３
㎡

家
賃　
２
０
，
１
０
０
円
～
３
９
，
５
０
０
円

○
家
賃
は
収
入
に
応
じ
て
毎
年
変
わ
り

ま
す
。

○
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
代
な
ど
は
家
賃

に
含
み
ま
せ
ん
。

○
共
益
費
が
別
途
４
，
５
０
０
円
必
要

で
す
。

○
駐
車
場
は
１
台
分
あ
り
ま
す
。（
無
料
）

敷
金　
決
定
家
賃
の
３
カ
月
分

連
帯
保
証
人　
２
人

入
居
資
格

○
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

○
町
内
に
住
民
票
（
３
カ
月
以
上
居
住
）

か
勤
務
先
が
あ
る
人

○
同
居
す
る
親
族
が
い
る
人

○
世
帯
の
状
況
に
応
じ
一
定
の
所
得
以

下
で
あ
る
人

○
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

○
暴
力
団
員
で
な
い
人

申
込
方
法　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
、

次
の
書
類
を
建
設
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者

書
類

○
建
設
課
と
広
田
支
所
に
あ
る
入
居
申

込
書

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
住
民
票
（
本
籍
・
続
柄
記
載
、
入
居

者
全
員
の
も
の
）

○
所
得
証
明
書
（
入
居
者
全
員
）

○
納
税
状
況
調
査
の
同
意
書
か
完
納
証

明
書

○
現
住
所
略
図

申
込
期
限　
11
月
１
日
月

抽
選
日　
11
月
16
日
火
13
時
30
分
～

役
場
２
階
大
会
議
室

入
居
予
定　
12
月
１
日
水

問
建
設
課
管
理
係 

☎
（
９
６
２
）
６
０
１
０

②
笑
顔
の
め
ぐ
り
愛
親

に
よ
る
婚
活
Vo
l・
12

　

異
性
と
の
出
会
い
の
機
会
が
少
な

く
、
婚
活
に
悩
む
子
ど
も
に
代
わ
っ
て
、

親
同
士
が
交
流
す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
27
日
土
10
時
～
16
時

※
１
人
30
分
（
予
約
制
）

場
所　

ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
松
山

（
松
山
市
大
手
町
一
丁
目
10-

10
）

対
象　
20
歳
～
45
歳
く
ら
い
ま
で
の
、

対
象
市
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
独
身

の
子
ど
も
が
い
る
人

対
象
市
町　
久
万
高
原
町
、
松
山
市
、

伊
予
市
、
東
温
市
、
砥
部
町
、
松
前
町

定
員　
男
性・女
性
の
親
各
10
人（
抽
選
）

参
加
費　
１
人
１
，
５
０
０
円

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
は
が

き
で
、
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
６
日
土
必
着

①
②
共
通
の
問
い
合
わ
せ

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
９
３
３
）
５
５
９
６

　
（
９
４
７
）
４
２
５
１

〒
７
９
０︲０
０
６
７

松
山
市
大
手
町
二
丁
目
５︲７

　

m
eguriai@

m
sc-ehim

e.jp

FAX

結
婚
支
援
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
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介護福祉課 子育て支援課 給食センター
募集人数 １人 １人 ２人程度

職務内容 要支援認定者のケアマネジメ
ントなど 保育教諭 学校給食調理業務

資 格 介護支援専門員資格・普通自動車
免許所有のパソコンが使える人

保育士資格・幼稚園教諭免許
両方保持 健康で体力に自信のある人

勤務場所 町地域包括支援センター
（役場１階） 町立麻生保育所 町学校給食センター

勤 務 日
勤務時間

月曜日～金曜日（土・日曜
日、祝日、年末年始は休み） 
８時 30分～ 17時 15分
（都合により時間外勤務あり）

月曜日～土曜日（祝日、年末年
始を除く）のうち週 5日勤務
8時 30分～ 17時 15分

（早出・遅出勤務あり）

月～金曜日（祝日、学校長期
休業中を除く）
８時～ 16時 45分

雇用期間 令和４年４月１日～翌年３月31日 雇用日～翌年３月 31日
賃 金 月給 180,498 円 月給 180,498 円 日給 6,779 円
手当など 通勤距離２㌖以上は通勤手当を支給
募集期限 11 月 15日月 随時
採用方法 書類および面接により決定
面 接 日 本人に通知
申込方法 履歴書（写真を貼る）を提出してください。（郵送による提出も可）

申し込み
問い合わせ

介護福祉課地域包括支援センター係
〒 791-2195　宮内 1392
☎（962）6118

子育て支援課保育幼稚園係
〒 791-2120　宮内 1369
☎（962）6171

学校給食センター
〒 791-2141　岩谷口 460
☎（962）2240

会計年度任用職員（臨時職員）
とべ温泉

募集人数 １人（女性） １人

職務内容 フロント業務、浴室の
清掃業務など

管理業務、フロント業務、
清掃業務など

資 格 健康で体力に自信のある人 健康で体力に自信のある人
危険物取扱者免許所有者

勤務場所 とべ温泉「湯砥里館」

勤 務 日
勤務時間

17時～24時、20時30分
～ 24時（各月７日程度）
（土・日曜日、祝日勤務あり）

８時 30分～ 17時 15分
（月 10日程度）
（土・日曜日、祝日勤務あり）

雇用期間 雇用日～翌年３月 31日

賃 金 17時～22時　時給1,093円
22時～24時　時給1,311円 日給 6,779 円

手当など 通勤距離２㌖以上は通勤手当を支給
募集期限 随時
採用方法 書類および面接により決定
面 接 日 本人に通知

申込方法 履歴書（写真を貼る）を提出してください。
（郵送による提出も可）

申し込み
問い合わせ

とべ温泉「湯砥里館」
〒 791-2120　宮内 1902-3　☎（962）7200

募
集
人
数　
１
人
（
町
内
在
住
者
）

職
務
内
容　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

担
当
地
区　
奇
数
月
は
久
保
田
・
客
・

中
通
・
外
山
（
約
３
３
０
件
）、
偶
数
月

は
高
尾
田
・
麻
生
（
約
９
２
０
件
）

勤
務
日　
毎
月
中
旬
～
末
日

雇
用
期
間　
11
月
中
旬
～
翌
年
３
月
31
日

委
託
料　
１
件
に
つ
き
70
円
（
３
～
41

円
の
地
域
加
算
あ
り
）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

募
集
期
限　
10
月
22
日
金

採
用
方
法　
書
類
お
よ
び
面
接
に
よ
り

決
定

面
接
日　
本
人
に
通
知

申
込
方
法　
履
歴
書
（
写
真
を
貼
る
）

を
上
下
水
道
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
）

問
上
下
水
道
課
水
道
管
理
係
☎（
９
６
２
）
７
０
０
１

〒
７
９
１-

２
１
９
５　
宮
内
１
３
９
２

会計年度任用職員（臨時職員）
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問砥部焼伝統産業会館　☎（９６２）６６００

イベント新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、
変更する場合があります。ご利用の際は事前にご確認ください。

坂村真民記念館

文化会館

砥部焼伝統産業会館

松山市

問観光・国際交流課　☎（９４８）６５５７
松山はいく事務局☎（９４５）６４４５（平日
10時～ 17時）
〒790-0003　松山市三番町3-9-3 K-13ビル 5階

▼愛媛の陶芸展 40 回のあゆみ
　県内の陶芸作家の技を紹介するため、「第 40
回愛媛の陶芸展」がいよてつ髙島屋で９月３日
金～７日火に開催されました。
　1978（昭和 53）年から続いた同展は今年で
最後となり、当館では過去に受賞した砥部焼作
品を一同に展示します。
期間　10月 17日日まで
場所　2階企画展示室（有料）

▼企画展
　「かなしみをあたためあってあるいて
　ゆこう～悲しみ、苦しむ人々と共に
　歩む坂村真民の生き方～」展開催中
期間　令和４年２月 27日日まで

▼第 11 回　瀬戸内・松山国際写真俳句
　コンテスト作品募集
　日本語・英語自由句部門は、お題の「海」を
写真または俳句で連想させるもの、日本語・英
語課題句部門は、課題写真に対して、日本語・
英語の俳句を募集します。
発表日　令和４年３月中旬（予定）にコンテス
ト専用ホームページで発表（入賞者には電話、
eメールで通知）
賞　日本語・英語自由句部門　最優秀賞各１点
（賞品３万円相当）など
申込方法　作品と応募票を、コンテ
スト専用ホームページ、郵送（日本
語作品のみ）で、松山はいく事務局
に提出してください。
募集期限　令和４年１月 11日火（必着） ▲

コンテスト
専用HP

▼開館 20 周年記念事業
　立川志の輔独演会
　「チケットを取りにくい落語家」代表格、立
川志の輔師匠の落語をぜひお楽しみください。
日時　12 月 18 日土 13 時 30 分（開場 12 時 30分）
場所　文化会館ふれあいホール
対象　小学生以上
入場料（全席指定）　4,500円（前売り4,000円）
▼カルチャー教室　秋講座受講生募集
　パットゴルフ教室、アロマクラフト講座、み
んなで楽しむオカリナ講座、太極拳、キッズ
DANCE など全 13 講座の受講生を募集してい
ます。
　各教室最初の 1回は無料体験できます。
　※材料費必要講座あり
場所　文化会館
定員 / 参加費　各教室によって異なります。
※詳しくはお問い合わせください。
申込方法　文化会館にお申し込みください。

問坂村真民記念館　☎（９６９）３６４３

問文化会館　☎（９６２)７０００
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む
か
し
の
遊
び

俳
句
砥
　
部
　
句
　
会

川
柳
川 

柳 

と 

べ 

吟 

社

ビ
ー
玉

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎（
９
６
２
）
５
９
５
２

砥
部
む
か
し
の
く
ら
し
館
所
蔵
の
ビ
ー
玉

２

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
相
談
窓
口（
商
工
観
光
課
内
）
☎（
９
６
２
）２
３
６
７

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

「
保
険
金
が
使
え
る
」
と
い
う
住
宅
修
理

サ
ー
ビ
ス
に
ご
注
意

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

　
業
者
が
来
訪
し
、「
自
然
災
害
で
屋
根
が

損
傷
し
た
場
合
、
火
災
保
険
の
保
険
金
を

使
っ
て
自
己
負
担
な
し
で
修
繕
で
き
る
」

と
勧
誘
さ
れ
た
。
台
風
で
屋
根
が
傷
ん
で

い
た
た
め
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
屋
根
補
修

工
事
を
35
万
円
で
契
約
し
、
保
険
会
社
に

保
険
金
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
20
万
円
し

か
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。

相談事例

◆
火
災
保
険
は
商
品
に
よ
っ
て
保
障
内
容

が
異
な
る
た
め
、
契
約
内
容
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

◆
業
者
か
ら
工
事
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
そ

の
場
で
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
で
、
加
入
先
の
損

害
保
険
会
社
か
代
理
店
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

アドバイス

色
付
き
の
夢
覚
め
に
け
り
凌の
う
ぜ
ん
か

霄
花�

渡
部
　
洋
三

座
り
こ
み
庭
の
手
入
れ
や
涼
新
た�

大
西
　
一
教

秋
の
蝶
断
層
の
縁
ち
ょ
つ
と
触
れ�

篠
崎
　
伶
子

原
爆
忌
朝あ
し
たの
卓
に
手
を
合
は
せ�

　
　
　
　
　

は
ら
か
ら
の
去
り
て
静
ま
る
盆
の
月�

中
岡
セ
ツ
コ

山
腹
の
一
灯
青
し
星
月
夜�

長
戸
ふ
じ
子

八
月
六
日
東
京
五
輪
無
観
客�

野
村
タ
カ
子

古ふ
る
さ
と里
の
話
持
ち
来
る
盆
の
僧�
葊
末
　
榮
子

朝
戸
繰
る
白
き
う
な
じ
や
夏
館�
福
岡
い
つ
子

カ
ッ
プ
ル
の
氷
菓
を
前
に
火ほ

て照
り
を
り�

福
岡
　
繁
平

大
根
蒔ま

く
高
原
に
蒔
く
風
の
中�

松
林
　
静
子

一
言
は
言
は
ず
も
が
な
の
冷
奴�

宮
田
　
弘
道

三
界
の
霊
安
ら
か
に
施せ
が
き
だ
な

餓
鬼
棚�

向
井
　
章
子

摩ふ

れ
合
ふ
て
紫
紺
の
茄な
す
び子
鳴
き
に
け
り�

向
井
　
初
子

か
な
か
な
と
声
を
残
し
て
山
暮
る
る�

森
　
　
安
子

長
曽
我
部
弓
子

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
だ
ま
し
絵
か�

松
﨑
奈
津
栄

義
父
栄
三
十
二
才
夏
戦
死�

松
﨑
　
春
子

君
ら
し
く
生
き
て
い
る
か
と
空
が
問
う�

石
井
ひ
ろ
み

ゆ
っ
く
り
と
落
ち
る
ま
た
花
が
咲
く
よ
う
に�

田
中
　
貞
美

戦
列
を
離
れ
小
さ
な
花
に
会
う�

石
手
　
孝
子

肩
書
き
が
取
れ
て
ゆ
っ
く
り
海
に
な
る�

斉
藤
美
恵
子

泣
い
て
泣
い
て
陽
気
な
鬼
で
い
て
や
ろ
う�

高
畑
　
俊
正

　

直
径
２
～
３
㌢
程
度
の
ガ
ラ
ス
製
の
玉
で
す
。

（
写
真
１
）
ビ
ー
は
ガ
ラ
ス
を
意
味
す
る
ビ
ー
ド
ロ

の
こ
と
で
す
。
愛
媛
県
松
山
市
近
辺
で
は
ラ
ン
コ

ン
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
世
界
的
に
歴
史
が
古
く
、
日
本
で
は
平
安
時
代

の
「
銭
打
ち
」
と
呼
ば
れ
る
遊
び
を
ル
ー
ツ
と
し
、

銭
か
ら
泥
、
木
の
実
な
ど
の
変
遷
を
経
て
、
子
ど

も
の
遊
び
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
明
治
時
代
中

期
か
ら
ラ
ム
ネ
の
ビ
ン
内
の
中
ぶ
た
に
用
い
ら
れ

た
ガ
ラ
ス
玉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
面
に
置
い
た
ビ
ー
玉
を
各
自
の
玉
で
は
じ
き
、

当
て
た
玉
を
取
り
合
う
遊
び
方
（
写
真
２
）
や
、

地
面
に
ビ
ー
玉
が
入
る
穴
を
十
字
に
掘
り
、
穴
に

順
番
に
入
れ
て
い
く
遊
び
方
が
あ
り
ま
し
た
。

　
単
色
の
も
の
や
、
中
に
模
様
が
入
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
観
賞
用
と
し
て
も
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

１
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※天候不良のときは中止します。
対象　乳幼児と保護者

問子育て支援課子育て支援センター係
　☎（９０７）５６６５

おやこ広場♪ハグハグ♪

ファミサポ講習会 家庭教育支援事業

親子遊びの場の提供

新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、変更する場合があります。ご利用
の際は、事前に各施設にご確認ください。

子 育 て ひ ろ ば

子育てサロン♪ポレポレ♪

日時　10月 12日火９時30分～ 11時 30分

場所　JAえひめ中央城南会館３階中会議室

対象　乳幼児と保護者

問とべファミリー・サポート・センター
　（ファミサポ）☎（９６２）１９８８

①園庭開放
日時　毎週火曜日・水曜日９時～ 12時
対象　乳幼児と保護者

②ダビデ組
日時　10月 23日土９時～ 12時
対象　どなたでも
①②共通
場所　愛育幼稚園
　問愛育幼稚園☎（９６２）２２２４

砥部児童館、麻生児童館、ぽっかぽかの催し
詳しくは各ホームページをご覧ください。

砥部児童館
☎（９６２）２８６８

麻生児童館
☎（９５８）５１８７

とべ子育て
元気ねっと
Instagram

ぽっかぽか
☎（９５８）３４０５

「思春期の心の変化
～不登校・いじめ等のケースから学ぶ～」
　日時　10月６日水 10時～ 12時
　場所　保健センター集団指導室
　講師　メンタルサポート K’sHOUSE 代表
　　　　熊本園子氏
　申込期限　10月４日月
　申し込み・問い合わせ
とべファミリー・サポート・センター☎（962）1988

　家庭教育支援員は、子育て学
習会の企画・運営や子育て相談、
地域の活動（おしゃべり恐竜く
らぶや学習支援など）のサポー
トをしています。

　申し込み・問い合わせ
社会教育課社会教育係☎（962）5952
家庭教育支援コーディネーター☎ 090（8285）7604

令和３年度家庭教育支援員

開催日 時間 場所
 4 日月

10時～ 11時

広田保育所
 5 日火 麻生保育所
14日木 宮内幼稚園
19日火 宮内保育所
21日木 砥部こども園
27日水 麻生幼稚園
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図書館だより

☎（９６２）４４００
砥部町立図書館

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

●開館時間●
9：00～ 18：00

休館日

おはなし会

にこにこほっぺのおはなし会

ひろたのみんなのおはなし会

● 10 月の予定●

　

追
い
詰
め
ら
れ
た
男
が
将
棋
人
生

を
賭
け
た
ア
リ
バ
イ
作
り
に
挑
む
表

題
作
を
は
じ
め
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
も
前
に
進
も
う
と
す
る
人
々

の
葛
藤
を
昇
華
さ
せ
た
将
棋
ミ
ス
テ

リ
短
編
集
。

　

年
に
１
度
足
を
測
っ
て
適
正
サ
イ

ズ
を
知
り
、
生
活
の
７
割
を
ひ
も
靴

に
し
て
、
毎
回
靴
ひ
も
を
結
ぶ
だ
け
。

体
が
み
る
み
る
ラ
ク
に
軽
や
か
に
な

る
靴
の
選
び
方
・
履
き
方
を
解
説
す

る
。「
マ
イ
ナ
ス
５
歳
」
に
見
え
る
立

ち
方
な
ど
も
紹
介
。

『神の悪手』
芦沢　央
新潮社　刊

『人生がキラめく
靴選び』
森　千秋

河出書房新社　刊

　

朝
鮮
出
兵
は
歴
史
的
快
挙
か
、
天

下
の
愚
策
か
｜
。
わ
ず
か
６
年
半
だ

け
の
主
都
と
な
っ
た
名
護
屋
を
舞
台

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
天
下
人
・
秀

吉
の
最
期
の
仕
事
と
人
間
ド
ラ
マ
を

描
く
。

『なぜ秀吉は』
門井　慶喜

毎日新聞出版　刊

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10111213141516
17181920212223
24252627282930
31

新
着
紹
介

『
ひ
き
な
み
』�
千
早　
　
茜

『
臨
床
の
砦
』�

夏
川　
草
介

『
小
島
』�

小
山
田
浩
子

『
星
落
ち
て
、
な
お
』�

澤
田　
瞳
子

『
カ
ー
ド
師
』�

中
村　
文
則

『
植
物
忌
』�

星
野　
智
幸

『
レ
ッ
ド
ネ
ッ
ク
』�

相
場　
英
雄

『
博
覧
男
爵
』�

志
川　
節
子

『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
悔
恨
』
中
山　
七
里

『
非
弁
護
人
』�

月
村　
了
衛

消
防
車
は
水
だ
け
で
は
な
く
泡
も
出
し
ま
す
（
Cキ

ャ

フ

ス

A
F
S
）

C
A
F
S
っ
て
な
に
？

　
C
o
m
p
r
e
s
s
e
d　

A
i
r 

F
o
a
m　

S
y
s
t
e
m
s
の
頭
文

字
を
と
っ
て
C
A
F
S
と
略
し
、
圧
縮

空
気
泡
消
火
装
置
と
い
う
意
味
で
す
。

水
と
消
火
薬
剤
を
高
圧
の
空
気
で
混
ぜ

て
泡
を
作
る
装
置
で
す
。

水
と
の
違
い
は
？

　
水
と
消
火
薬
剤
を
泡
状
に
し
て
い
る

た
め
、
壁
に
付
着
し
留
ま
る
こ
と
に
よ

り
、
冷
却
効
果
と
窒
息
効
果
を
生
み
消

火
効
率
が
向
上
し
ま
す
。

　
住
宅
火
災
だ
け
で
な
く
、
水
で
は
消

火
し
づ
ら
い
タ
イ
ヤ
な
ど
の
ゴ
ム
製
品

に
も
大
変
有
効
で
す
。

　
泡
は
70
㍑
の
水
か
ら
１
，
４
５
０
㍑

以
上
の
消
火
泡
を
作
り
出
す
こ
と
が
で

き
、
消
火
水
量
を
節
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

使
用
し
て
い
る
水
量
が
少
な
い
た

め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

火
災
で
は
下
階
へ
の
水
損
を
軽
減
し
ま

す
。
消
防
ホ
ー
ス
の
中
を
水
で
は
な
く

比
重
の
小
さ
い
泡
が
流
れ
る
た
め
、
圧

力
損
失
が
少
な
く
な
り
遠
距
離
送
水
に

も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

C
A
F
S
の
泡
は
環
境
に
い
い
の
？

　
家
庭
用
洗
剤
よ
り
も
自
然
に
や
さ
し

い
も
の
で
す
。
天
然
成
分
由
来
の
界
面

活
性
剤
を
主
成
分
と
し
て
い
て
、
ご
家

庭
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
石
け
ん
と
同

じ
で
す
。
放
水
後
の
泡
は
自
然
と
消
え

ま
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

　

火
災
の
性
質
と
状
況
に
よ
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
泡
に
よ
る
消
火
活
動
を
行

い
ま
す
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
薬
剤
を

使
用
し
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
だ
よ
り
問
砥
部
消
防
署
☎
（
９
６
２
）
２
１
１
９

　
広
田
出
張
所
☎
（
９
６
９
）
２
１
２
１
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募
集

　
実
施
す
る
内
容
は
、
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
県
民
大
会

日
時　
10
月
12
日
火
13
時
～
15

時
15
分

開
催
方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

基
調
講
演　

治
部
れ
ん
げ
氏

（
東
京
工
業
大
学
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
研
究
院
准
教
授
）

基
調
講
演
テ
ー
マ　
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
と
男
女
共
同
参

画
～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら

考
え
る「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

と
は
～

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
テ
ー
マ　
男
女

共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
意

識
の
改
革
～
無
意
識
の
思
い
込

み
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
）
っ
て
？

そ
の
他　

視
聴
方
法
等
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協

働
課
☎
（
９
１
２
）
２
３
３
２

お
知
ら
せ

　

突
然
の
解
雇
、
賃
金
未
払
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
納
得
で
き
な
い
労

働
条
件
、
適
切
な
職
務
命
令
に

従
わ
な
い
従
業
員
な
ど
、
労
働

者
と
事
業
者
と
の
労
働
関
係
ト

ラ
ブ
ル
の
無
料
労
働
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

夜
間
電
話
相
談
日
時　
10
月
８

日
金
17
時
15
分
～
20
時

出
張
労
働
相
談
日
時　
10
月
15

日
金
13
時
30
分
～
17
時

場
所　
愛
媛
県
図
書
館

※
事
前
予
約
優
先

労
働
委
員
専
門
相
談
日
時

10
月
22
日
金
14
時
30
分
～
17
時

場
所　
県
庁
第
二
別
館
４
階

※
事
前
予
約
が
必
要

問
愛
媛
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
（
９
１
２
）
２
９
９
６

10
月
は
「
個
別
労
働

関
係
紛
争
処
理
制
度
」

周
知
月
間

　
（
９
１
２
）
２
４
４
４

　

d
anjo

kyo
d
o
@

p
ref.

ehim
e.lg.jp

FAX
　
就
職
氷
河
期
世
代
（
お
お
む

ね
35
歳
か
ら
54
歳
の
人
）
を
対

就
職
氷
河
期
世
代
就
職

応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
利

用
開
始
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
映
像

に
影
響
が
出
る
恐
れ
の
あ
る
一

部
地
域
の
ご
家
庭
に
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
予
定
で
す
。（
必
要

に
よ
り
訪
問
）

　
10
月
14
日
木
以
降
（
予
定
）

に
新
し
い
電
波
が
原
因
で
影

響
が
出
た
場
合
は
、
７
０
０

M
H
z
（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
利
用

推
進
協
会
が
無
償
で
回
復
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
地
区　
岩
谷
、
岩
谷
口
、

大
南
、
川
登
、
北
川
毛
、
五
本

松
、
千
足
、
万
年
、
宮
内

問
一
般
社
団
法
人
７
０
０
M
H
z
利
用

推
進
協
会
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
（
７
０
０
）
０
１
２

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

日
時　
11
月
１
日
月・25
日
木
、

12
月
20
日
月
14
時
～
14
時
50
分

※
事
前
予
約
制

場
所　
松
山
税
務
署
（
松
山
若

草
合
同
庁
舎
）
４
階
大
会
議
室

定
員　
各
30
人

申
込
方
法　
電
話
で
松
山
税
務

署
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
な

ど
は
、
自
動
音
声
案
内
に
よ
り

案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、「
２
」

を
選
択
（
プ
ッ
シ
ュ
か
ダ
イ
ヤ

ル
）
し
て
く
だ
さ
い
。

問
松
山
税
務
署

☎
（
９
４
１
）
９
１
２
１

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会

　
国
土
交
通
省
は
、都
道
府
県
、

高
速
道
路
会
社
な
ど
と
連
携
し

て
、
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

全
国
道
路
・
街
灯
交
通
情
勢
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
の
自
動
車
起
終
点
調
査
は
、

自
動
車
を
保
有
す
る
人
・
事
業

者
を
無
作
為
に
選
定
し
、
自
動

車
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
お
答

え
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
結
果

は
、
道
路
の
計
画
や
管
理
な
ど

を
検
討
す
る
際
の
基
礎
資
料
に

な
り
ま
す
。

　
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

全
国
道
路
・
街
路
交
通

情
勢
調
査

象
と
し
た
無
料
の
就
職
応
援
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
の
改
善
や
就
職
活

動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
就
職
や

職
業
訓
練
に
向
け
た
活
動
に
繋

が
る
内
容
で
す
。

問
愛
媛
県
労
働
局
委
託
事
業
就

職
氷
河
期
世
代
活
躍
支
援
事
業

事
務
局
（
株
）
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ

イ
ン
ド
☎
（
９
６
１
）
１
３
３
３

問
国
土
交
通
省
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　
月
～
土
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
９
時
～
18
時

☎
０
１
２
０
（
９
６
５
）
９
７
４

　
重
信
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
を
ゆ
る
っ
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
、
自
然
×
グ
ル
メ
を
満
喫
！

重
信
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
「
ゆ
る
っ
と
♪
ス

マ
ホ
ラ
リ
～
２
０
２
１
」

　
ス
マ
ホ
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
！

期
限　
11
月
30
日
火
ま
で

問
重
信
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
活
性
化
推
進
実
行
委
員
会
事

務
局
☎
（
９
０
９
）
８
７
５
１

▲
詳しくは
HPを確認

▲
詳しくは
HPを確認

情
報
あ
れ
こ
れ
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相談内容 日時 場所 問い合わせ

心配ごと相談 10 月 14日木 10時～ 12時
中央公民館

社会福祉協議会
☎（９６２）７１００10月 28日木 10時～ 12時

行政相談 10 月 15日金 ９ 時～ 12時 総務課総務管理係
☎（９６２）６１１０10月 30日土 10時～ 12時 ひろた交流センター

人権相談 10 月 15日金 ９ 時～ 12時 中央公民館 社会教育課社会教育係
☎（９６２）５９５２

各 種 相 談

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
、
宮
内

小
学
校
４
年
生
の
運
動
会

練
習
、
ダ
ン
ス
の
振
り
入

れ
１
回
目
の
様
子
で
す
。

飲
み
込
み
が
早
く
、
約
１

時
間
で
一
通
り
踊
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
３
年

生
と
踊
る
た
め
、
彼
ら
が

お
手
本
に
な
る
よ
う
で
す
。

レ
ン
ズ
越
し
に
見
守
り
な

が
ら
、
本
番
の
一
致
団
結

し
た
演
技
を
思
い
浮
か
べ

ま
し
た
。
頑
張
れ
、宮
内
っ

こ
！�

（
岩
佐
）

　
愛
媛
県
中
予
地
域
で
は
大
街

道
献
血
ル
ー
ム
を
「
骨
髄
バ
ン

ク
登
録
窓
口
」
と
し
て
毎
日
開

設
し
て
い
ま
す
。
登
録
は
18
歳

か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康
な
人
が

対
象
で
、
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。

※
登
録
の
し
お
り「
チ
ャ
ン
ス
」

を
持
っ
て
く
れ
ば
、予
約
不
要
。

問
愛
媛
県
薬
務
衛
生
課

☎
（
９
１
２
）
２
３
９
１

大
街
道
献
血
ル
ー
ム

☎
（
９
３
２
）
０
９
０
０

10
月
は
「
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
月
間
」

10
月
１
日
～
11
月
30
日
は

「
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻

乱
用
防
止
運
動
月
間
」

　
愛
媛
県
で
は
、
麻
薬
な
ど
の

薬
物
乱
用
に
よ
る
危
害
を
周
知

し
、
根
絶
を
図
り
ま
す
。
年
間

を
通
し
て
薬
物
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
薬
を
使
用
す
る
と
き
に
は
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
安
全
で
効

果
的
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
使
用
す
る
前
に
薬
の
添
付
文

書
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

○
用
法・用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
薬
の
飲
み
合
わ
せ
（
相
互
作

用
）
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
古
い
薬
の
使
用
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
愛
媛
県
薬
務
衛
生
課

☎
（
９
１
２
）
２
３
９
１

（
一
社
）
愛
媛
県
薬
剤
師
会

☎
（
９
４
１
）
４
１
６
５

10
月
17
日
～
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」

　
臓
器
移
植
は
臓
器
の
機
能
が

低
下
し
移
植
で
し
か
治
ら
な
い

人
に
、
臓
器
を
移
植
し
健
康
を

回
復
し
よ
う
と
す
る
医
療
で
、

臓
器
提
供
者
は
も
と
よ
り
広
く

社
会
の
理
解
と
支
援
が
あ
っ
て

成
り
立
つ
医
療
で
す
。
こ
の
機

会
に
家
族
や
大
切
な
人
と
い
の

ち
や
臓
器
移
植
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

問
愛
媛
県
医
療
対
策
課

☎
（
９
１
２
）
２
３
８
４

10
月
は
「
臓
器
移
植

普
及
推
進
月
間
」

　
愛
媛
県
社
会
保
険
労
務
士
会

が
、
広
く
県
民
に
社
労
士
制
度

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ
と

し
て
労
働
問
題
・
年
金
な
ど
の

「
無
料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　
10
月
31
日
日
11
時

～
17
時

場
所

○
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
松
山

１
階
南
（
環
状
線
側
）
入
り
口

○
フ
ジ
グ
ラ
ン
松
山
１
階
グ
ラ

ン
ド
ー
ム
西
側
入
り
口
（
シ
ー

ス
ル
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
）

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
愛
媛
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
（
９
０
７
）
４
８
６
４

10
月
は
「
社
会
保
険
労

務
士
制
度
推
進
月
間
」

　
公
証
役
場
で
は
、
高
い
証
明

力
を
有
す
る
遺
言
、任
意
後
見
、

信
託
各
種
契
約
な
ど
の
公
正
証

明
の
作
成
を
行
い
ま
す
。
電
話

に
よ
る
相
談
は
無
料
で
す
。

問
松
山
合
同
公
証
役
場

☎
（
９
４
１
）
３
８
７
１

10
月
１
日
～
７
日
は

「
公
証
週
間
」

薬
物
相
談
窓
口

○
中
予
保
健
所

☎
（
９
０
９
）
８
７
５
５

日
時　
金
曜
日
13
時
～
15
時

○
愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
（
９
１
１
）
３
８
８
０

日
時　
月
～
金
曜
日
８
時
30
分

～
17
時
15
分

○
愛
媛
県
薬
務
衛
生
課

☎
（
９
１
２
）
２
３
９
３

日
時　
月
～
金
曜
日
８
時
30
分

～
17
時
15
分

▲
詳しくは
HPを確認
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「ＳＤＧｓ（サスティナブル・ディベロップメント・ゴールズ）持
じ ぞ く か の う

続可能な開
かいはつもくひょう

発目標」とは

　ＳＤＧｓの取り組みは、決して新しいことではありません。今までもやってきたことであったり、少
しのがんばりであったりと、一人ひとりの小さな取り組みがつながることで大きな力となって、持続可
能なよりよい社会がつくられるのです。

問企画政策課企画政策係☎（９６２）７２５０

　世界が抱える問題をみんなで解決し、「誰ひとり取り残さない」社会をつくり、みんなが「幸せだな」
と思える世界にするために必要な 17個の目標のことです。

～私たちにできること～

　�　世界では、約●人にひとりが、安全でキレイな水が利用できていないといわれています。
さて、●に入る数字はいくらでしょうか？

3

○水の大切さや他の国の状況について考えてみましょう！
○お風呂やトイレなど水の無

む
駄
だ
遣
づか
いを意識しましょう！

○台所から油を流さないなど、水を汚さないようにしま
しょう！

正解は

Q

　ＳＤＧｓの目標６「すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する」を達成す
るために、まずは、私たちにできることから始めてみませんか？意外と、すでにやっている！という
こともあるかもしれませんよ。

　日本では当たり前のように、水道から出る水を飲み、清
せいけつ

潔なトイレを使うことができます。しかし、
このように安全でキレイな水を利用できる国は、世界ではめずらしいのです。
　さらに、さまざまなものを輸

ゆにゅう
入にたよっている日本は、その生

せいさん
産に必要な水を間

かんせつてき
接的に使っていま

す。たとえば、輸入された「お肉」や「野菜」で作られたカレーを食べるということは、これらを育
てるために海外ですでに多くの水を使っているという意味です。
　2025 年には、世界の人口の３分の２が水不足になるといわれています。わたしたちが多くの水を
使うことにより、貧

まず
しい国の生活をこわすことになってしまいます。

秋の砥部焼まつり・
広田ふるさとフェスタ
開催中止のお知らせ

　11 月に開催を予定していた秋の砥部焼まつ
りと広田ふるさとフェスタは、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大防止のため、中止します。
問商工観光課砥部焼観光係☎（９６２）７２８８
　広田支所☎（９６９）２１１１

広告


